
Ⅰ．はじめに

　本研究の今までの調査で，各工法による造成樹林の林床植生の

違いと土壌動物の評価点の差は分かったものの土壌動物相に影響

を及ぼす要因については明らかにしていない。

　今回は，各造成樹林の林内の地温と日射などを測り，林内の相

対日射と地温の日較差との関係，地温の日較差と土壌動物の評価

点との関係について検討を行ったので報告する。

Ⅱ．調査方法

　EG工法による造成樹林２ヶ所，TPM工法による造成樹林１ヶ

所，EU工法による造成樹林３ヶ所および，これらと隣接する既

存林２ヶ所で地温と日射などについて調査を行った。

　（１）地温

　深さ２ cmにセンサを埋め込み１０分ごとの地温を７月２０日から

７月２３日まで４日間計測した。地温の日較差は７月２２日０時から

２３日０時までのデータから求めた。地温の測定にはテイアンド

ディ社のThermo Recorder TR‐５２を用いた。

　（２）相対日射

　光の散乱の影響が少ない曇った日を選び，正午に近い時間帯に

測定を行った。高木層の樹冠より高い位置で林外の日射（W／

m２）を，また林内の地上５cmで１調査区あたり６４ヶ所の日射を

測って相対日射を計算した。測定には，小糸工業社のMemory 

Sensor MES‐１０１を使用した。

Ⅲ．結果と考察

　（１）地温

　７月２２日の気温の変化を見ると，８℃に近い日較差がある。こ

れと比べてEU工法の造成樹林の地温の日較差は２℃～４℃程度，

隣接した既存林Ⅰは２～３℃程度で地温の日較差が小さい。

　EU工法による造成樹林はEUⅡ，EUⅠ，EUⅢの順に地温の

日較差が小さくなっている。前報Ⅲの表－１によると，第１層と

第２層である低木層１，低木層２の被度が一番低いEUⅡの地温

の日較差が大きく，被度の高いEUⅡと EUⅢの順に小さくなっ

ている。これら地温の日較差の違いは林床の被度の違いと関係し

ていることがうかがえる。

　既存林Ⅰの地温はEU工法による造成樹林より平均２℃程度低

く，日較差も小さい。これは樹林の第１層である高木層の被度が

高く低木層の被度も高いためであると考えられる（図－１）。

　既存林Ⅱの日較差と地温変化のパタンは既存林Ⅰと近似した傾

向が見られる。２つの既存林は樹林の階層構造と被度が異なって

いるが，樹林の第１層の被度が低いと第２層または第３層のいず

れかの階層の被度が高くなって樹林全体のバランスを維持してい

るため地温変化の差が見られないものと考えられる。

　EG，TPM工法による造成樹林の根鉢土壌における地温の日較
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樹林地における土壌動物相に影響を及ぼす要因を明らかにするため３つの移植工法（EG工法，TPM工法，EU工法）によって造成され

た樹林地内の日射，地温などを測り，林内の相対日射と地温の日較差との関係，地温の日較差と土壌動物との関係について検討した。そ

の結果，林内の相対日射と地温の日較差とは正の相関関係にあること，そして地温の日較差と土壌動物の評価点とは負の相関関係にある

ことが分かった。地温の日較差は林床植生の被度と関係しており，林床植生は有機物などの供給源として土壌動物相と関係しているだけ

ではなく，林床植生の被度が林内の物理的な環境の変化に影響を及ぼすことによっても土壌動物相と関係していると言える。

図－１．EU工法の造成樹林と既存林Ⅰの地温変化
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差と地温変化のパターンはEU工法による造成樹林と似ている。

これは根鉢土壌の中に含まれていた先駆性樹木の埋土種子が生育

し，低木層または草本層の被度が高くなったためであると考えら

れる。

　基盤土壌における地温の変化は気温の変化より激しく，日較差

が大きい。基盤土壌は林床植生が少なく背が低い草本層が多いた

め日射による影響を受けやすかったと思われる（図－２）。

 （２）地温の日較差と相対日射との関係

　既存林ⅠとⅡは相対日射と地温の日較差とも低く，EU工法に

よる造成樹林とEG，TPM工法による造成樹林の根鉢土壌，EG

と TPM工法による造成樹林の基盤土壌の順に相対日射が高くな

るほど地温の日較差が高くなっている。相対日射と地温の日較差

とは正の相関関係にある（図－３）。

 （３）土壌動物の評価点と地温の日較差との関係

　EG，TPM工法による造成樹林の基盤土壌は，地温の日較差が

大きく土壌動物の評価点が低いが，EG工法とTPM工法による造

成樹林の根鉢土壌，およびEU工法による造成樹林は，地温の日

較差が小さく土壌動物評価点は高くなっている。また，既存林は

地温の日較差が小さく，評価点も高い。

　既存林および各工法による造成樹林における土壌動物評価点と

地温の日較差とは，概ね負の相関関係にある（図－４）。

　EU工法による造成樹林は造成から経過時間の違う場所でも土

壌動物評価点の差が小さく安定しているように見える。

　同じ工法で造成されたEGⅠと EGⅡでは，造成から経過時間

が短いEGⅡの方がむしろ評価点が高い。これは前報Ⅲで報告し

たように，EU工法による造成樹林の被度は低木層と草本層とも

に高く，EGⅠの草本層の被度はクズなどに覆われてEGⅡと

TPMの草本層の被度より高かったためであると考えられる。

　これらの結果から，林床植生の被度が高いほど林内の地温の日

較差が緩和され，土壌動物の生息に有利になることが示唆される。

このことから，造成樹林地における土壌動物相を安定させるため

には林床植生を早く回復させることが必要であると考えられる。

Ⅳ．おわりに

　今回の調査で林内の相対日射と地温の日較差は正の相関関係に

あること，そして地温の日較差は土壌動物の評価点と負の相関関

係にあること，そして地温の日較差は林床植生の被度と関係して

いることが分かった。今後，土壌動物相に影響を及ぼす他の要因

についても調査していきたい。

（２００１年１１月２６日　受理）
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図－２．EG,TPM工法の造成樹林と既存林Ⅱの地温変化

図－３．相対日射と地温の日較差との関係

図－４．土壌動物評点と地温の日較差との関係


